
自閉症スペクトラム

あなたに知ってほしい。

2020年度のLight It Up Blueの活動報
告

Light It Up Blue みえ 2020



Light It Up Blue みえ
実行委員会の紹介

私たち実行委員会では、自閉症スペクトラムなどの個性を受け入れ合う暮らしや

すい街づくりに向けて活動しています。当事者、親、ヘルパー、教員、スーパーボ

ランティアマンなどなど・・・立場も年齢も様々な仲間が集まっています。

2015年かに発足し、毎年啓発活動を続けてきました。主な活動内容としては以下

の通りです

＊毎年4月の世界自閉症啓発デーに合わせて地域のランドマーク（津城、亀山城

多聞櫓、伊賀上野城など）のライトアップ（自閉症啓発週間に実施）

＊当事者や親、様々な専門職者が集まって来場者のお悩みについてディスカッ

ションする公開「トークセッション」（年１回）

＊自閉症、発達障害について知ってほしい本音メッセージを集めて掲示する「メッ

セージキャンペーン」（通年）

＊発達障害や発達支援、就労支援について学べる体験できるブース出展

＊アート作品展・バリアフリーマルシェ・みんなが主役のステージパフォーマンスな

どなど

その他にも、「自閉症あるある紙芝居」「みんな青いコスプレとかどう？！」「集めた

メッセージプロジェクションマッピングやってみたーい！」などなど、楽しみながら伝

えたいという気持ちで活動を続けています。



Light It Up Blue みえ2020 活動①

WHO制定の世界自閉症啓発デー（毎年 4月2日）にあたり、地域のラ
ンドマークである津城、伊賀上野城、亀山城多聞櫓のライトアップ及
びリージョンプラザでの終日の啓発イベント（自閉症に関する展示や
体験ブース、公開トークセッションなど）を企画しておりましたが、新
型コロナウィルスの感染拡大に伴い、啓発イベントは中止とし、
お城のライトアップのみ、を無観客で実施し、 SNSを通じてのオンライ
ン活動としました。



Light It Up Blue みえ2020 活動②

　4月に開催予定であった啓発イベントのうち、毎年参加者から好評を
いただいているトークセッションおよび、長年自閉症をはじめとする多く
の子供たちを支え、コミュニケーション障害への支援ツールPECSを日
本に広めてこられた児童精神科医の門 眞一郎先生をお招きしての講
演会をオンラインで開催しました。
　トークセッションは津市をはじめ三重県内の教育・就労支援・福祉・医
療の専門職者と自閉症スペクトラム当事者らが、一般視聴者からの質
問にディスカッション形式で答えると言うもので、オンラインで開催した
今年度は津市内のみならず四国や九州など全国区からの視聴者の
参加がありました。

 



実際にトークセッションに寄せられた質
問や相談・メッセージの例をご紹介しま
す



発達障害のことを理解してもらってな
い感じがする。
　　　　　　（30代 男性 事務職）

急な指示、TEL取りが苦手だが、強制的に克服す

るように言われる

居場所や人とつながるために人一倍苦労している

寂しいし、なかなか打ち解けられず、辛い



ここへ行けばみんながいるような場
の情報提供、紹介、
ネットワークがあると嬉しい



15歳になる我が子。

YouTubeを自分でアップしたり編集したり

その操作は長けているのですが・・・

アップすればするほど人気が出て評価してくれる人もいれ

ば、

反対に低評価を出してくる人もいて

低評価を押されるたびに家で暴れています。

暴言をアップしてしまうこともあります。

そのような場合、どのように本人に伝えてあげればおさまる

ものでしょうか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（母親）



5年生の女の子。

最重度の知的障害をもつ自閉症です。

今も大変なのに思春期をどう乗りこえるか・・・

不安でいっぱいです。

穏やかに毎日を過ごしてほしいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（母親）



先生方へ
　母親の味方になってくださると
助かります。



5年前に自閉症診断を受けた50代の父親が、

16歳の普通科高校に通う自閉症の息子に

「自分はなんの支援もなく1人で頑張ってこれたから、息子も支援は

必要ない」

「（息子は）頑張りが足りない。甘い。」

という姿勢で接することが辛い

母として、妻としてどうあるべきか。

ヒントをいただきたい。



今年、中学校に入学する男の子。

自閉症スペクトラムで一般の中学に入学する予定で

す。

最近になって音声チックで困っています。

他の生徒にどのように障害のこと認知してもらおう

かと思っています。



　広汎性発達障害、軽度知的障害、ADHDの3つの障害を持っていうま

す。

　見た目ではすごくわかりにくいので、理解を周りからされにくくて

　「見た目は普通に見える」と言われ、「どこが障害なん？」

と言われたりした事や、

「障害を武器にしやんほうがいい」とか

「努力が足りやんだけとちがう？」と言われたりして

辛く思ったことがあるのですが

そういうのを理解してもらえない人に対しては

どう対応して、どう接していくべきでしょうか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30代女性）



本人に、周りに　どうこの個性を分
かってもらえばいいのか・・・



Light It Up Blue みえ2020 活動③

　通年の啓発活動と、これまでの活動を通して得られたメッセージや対

談、情報を集めたフリー冊子「発達さんの日常」の発行と配布 を実施
しました。冊子の内容を一部掲載いたします。













2020年度を振り返って

　何もかもが異例づくめとなった2020

年度でしたが、その中でも特に環境
の変化に柔軟に適応することが難し
い自閉症スペクトラム者は「いつもと
違う日常」を受け入れる事にも周囲の
理解と支援を必要とするケースが少
なくありませんでした。
　こうした状況の中、オンラインでの啓
発や情報誌の発行という形で当事者
に寄り添えたことや津市民の皆さんを
はじめ、津市から全国区へ自閉症当
事者の思いや声を広く発信を実現で
きたことは大変大きな意義があったと
感じております。

Light It Up Blue みえ実行委員会



令和2年度　津市民活動推進事業 交付金について
　今年度活動の以下の項目に使わせていただきました。ありがとうございました。

● 感染対策用としてのパネル・消毒等の購入
● トークセッションおよび講演会講師の先生方の報償費
● ライトアップ用の照明器具および照明用フィルムの購入
● 啓発チラシ印刷費・発送費用
● 発達障害情報配布冊子「発達さんの日常」印刷製本費
● オンライン講演会・トークセッションのネットワークサービス使用費
● その他消耗品


